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令和３年度 学 校 評 価 総 括 表 奈良県立青翔中学校・青翔高等学校

学 校 運 営 計 画 （ ４ 月 ） 総合評価

本校の教育は、法に定められた根本精神と、本県学校教育の指導方針に基づき、豊かな人間性や社会性を培うとともに、科学的な
思考力と創造性を身に付け、科学技術の発展と進歩に寄与する心身ともに健全な人間の育成を目指す。
(1) 豊かな知性と感性をもった思いやりのある人間性を育てる。

教 育 目 標 (2) 科学的な思考力を培い、自ら学び、自ら考える力を育てる。
(3) 個性の伸長に努め、意欲的な進路実現を目指す。
(4) 日々の生活の中から共生の精神を養い、幅広い社会性を育てる。
(5) 生涯にわたって自らの健康と安全を維持できる実践力を育てる。

全ての教職員の持てる力を結集し、明るく元気でさわやかな学校づくりを目指す。そして、出会いと学びを大切にして、新たなも
運 営 方 針 のを自ら創造し（Create）、粘り強く挑戦し(Challenge)、様々なものをつなぐ(Coordinate)ことのできる生徒の育成を目指す。

また、開校８年目の青翔中学校の円滑な運営と特色ある学校づくりに向け、県教育委員会とも連携して取り組む。
令和２年度の成果と課題 本 年 度 重 点 目 標 具 体 的 目 標

全国初の理数科単科高校として 開校８年目を迎えた青翔中学校の存在価値と評価を確立す 県教育委員会指導の下、青翔中学校の施設・設備、教育課程、その
開校して１７年が経過。この間、 るため、中高一貫教育校としての将来を展望した魅力と特色 他教育環境等を整えていく。６年間を見通した中高一貫教育の内容を
理数科の特色ある様々な教育活動 ある学校運営を目指す。 明確にし、特色ある学校の教育情報を、ホームページの充実等を通じ
の取組と成果が評価され、文部科 て積極的に発信し、小学生及びその保護者、県民等への広報活動を展
学省から２期１０年にわたってス 開する。
ーパーサイエンスハイスクールの 教職員は、教育専門職としての自覚のもとに、常に研鑽に 研修に対する意識の高揚を図り、公開研究授業を実施し、情報の共有
指定を受けた。また、タイ国の姉 努め、指導力の向上を図るとともに、各々のもつ特性を生か 化と共通理解を推進する。青翔中学校と青翔高等学校を一体としたリー
妹校、王立サイエンスハイスクー して、中高一貫教育を展望したカリキュラム・マネジメント フレットの作成、学校だよりの発行、ホームページの充実等による積極的
ルとの共同研究および国際学会で の確立に努める。 な広報を展開する。また、教員の学会発表など外部での発表を推奨し
の発表など理数教育を中心に国際 ていく。
的な交流を進めてきた。 自ら探究する力や伝える力を身に付けさせ、生徒が夢を実 探究活動の充実に努め、各種学会発表・コンテストにも積極的に参 Ｂ
ＳＳＨ指定研究を軸として、学 現できる学校づくりに努める。 加する(延べ１２０人)。また、本校独自の理数科教育システムを活用

校設定科目「スーパー探究科学」 ＳＳＨの取組の一環として、タイのサイエンスハイスクー し、国公立大学及び難関私立大学理系学部への進学者２０名以上を目
の成果を各学会において発表し、 ルとの交流を発展させる。 指し組織的に進路指導に取り組む。
各種コンテストにも積極的に参加 地域との連携を一層充実させ「地域の学校」を目指す。 タイのサイエンスハイスクールと共同研究を実施し、生徒・教員の
するとともに、実績を着実に積み 中学校において、ＳＳＨの取組をすすめ、生徒が理数系教 交流に積極的に取り組み、タイ姉妹校で行われる「発表会」に参加す
上げつつある。 科等に興味・関心を抱くようにする。 る。また、国際学会にも参加する。中学校でのＳＳＨ事業の展開につ
併せて規範意識の醸成、生徒会 いて実践し、発達段階に応じた取組を推進する。

活動、課外活動、部活動など生徒 生徒の自主性を育て、互いに認め、高め合う集団づくりに 生徒一人一人の人権感覚・人権意識を高め、人間としての生き方や在
の活動の活性化に向けての取組を 努める。豊かな知性と感性をもった思いやりのある人間性を り方を考えさせ、明るく温かい人間関係を醸成する。
引き続き推進しなければならない。育てる。 ＨＲ活動を充実させるとともに、学校生活のあらゆる場面で、基本
令和３年度入試における進路実績 人権を尊重し合える集団の確立と、自他を敬愛する心や公 的生活習慣の確立ときめ細かな生活指導を行う。
は国公立合格者が３４名中１７名 共心・道徳心、規範意識および国や地域社会を愛する心の醸 全教育活動に道徳教育の観点を入れ、規範意識を高め国や地域社会
であった。 成に努める。 を愛するための地域活動、ボランティア活動等にも積極的に参加する。
令和３年度新たにＳＳＨ３期目 教科指導力を高め、ねらいを明確にした授業及び指導法の 家庭学習の定着を図り、基礎学力とともに高度な学力を計画的に育

の指定を受け、日本の未来を牽引 研究・実践に努め、生徒の基礎学力の定着と応用力の向上を 成する。土曜・長期休業中の学力向上講座、ステップアップ講座、学
する科学技術系人材の育成に向け 図る。さらに、教科指導を通じ、科学的な思考力の育成に努 力補充講座等を実施する。課外活動（授業）「青翔アラカルト・ワーク
て、中高一貫理数教育の特色を生 める。 ショップ」を実施し、科学的な思考力の育成に努める。また、教材研
かし、教科横断的な取組、地域と 究、指導法や評価について指導主事の招聘や教育研究所の講座を活用
の連携等に力を注ぎ、奈良県中南 し積極的に研修に努める。
部の進学拠点校としての役割を果 日常の教育活動を点検し、学校・家庭・地域の連携をさら 生徒が抱える問題の早期発見、早期解決に努める。生徒理解に努め
たす必要がある。 に深める。生徒の実態を的確に把握して、個に応じた適切な 潜在能力を発見し引き出し、実体験をとおして｢努力｣が｢よろこび｣や
また、併設する奈良県初の県立 指導・支援に努め、健全な発達を促す。 ｢やりがい｣につながる成就感や達成感を体得させるとともに、探究心

中学校の学校経営を、魅力と特色 や向上心を育む。
のある中高一貫教育校となるよう 学校経営・運営上のあらゆる場面から課題を見直し、その対 部活動の活動状況や部員数等から、中学校中心の活動にシフトする。
取り組まなければならない。 策・改善に取り組む。 進路指導・教科指導法等、中高一貫教育に対応できる、教員の意識

改変と「力」の育成に努める。
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評価項目 具 体 的 目 標 具体的方策・評価指標 自己評価結果 成果と課題（評価結果の分析） 改善方策等 学校関係者評価（結果・分析）

（評価小項目） 及び改善方策

中高一貫教育の６ ６年間の生徒の特徴や発達段階を視野に入 ＳＳＨ事業としてサイエンスイノベ 編成した教育課程を 中高一貫の６年間を見通した学

年間を見通し、生徒 れた学校行事の計画や新学習指導要領につな ーターの育成を目指すため、中高一貫 より効果的に実践する 習とＳＳＨに基づいた理数科教育

の発達段階に応じた がる効果的な教育課程の作成に取り組む。 Ａ ６年間を見通した学習に基づく教育課 ために、教員の資質向 を二本立てとした教育課程の編成

指導法と制度の確立 生徒にとってより教育効果が高まるよう、 Ａ 程の編成を行った。 上を目指した研修を行 に取り組み、選択科目の設定等の

を図る。 学校行事の精選を図る。 中学校での先取り学習を考慮した学 い、授業改善を進めな 工夫により、生徒の希望に対応し

先取り学習等も含めた中高一貫の効果的な Ａ 習内容と効果的な指導法について研究 ければならない。 た幅のある教育実践を進めている

指導法の確立に取り組む。 し、授業実践した。 点が評価できる。

ねらいを明確にし 授業公開を行い、自己の授業を振り返ると 年２回の授業公開期間による事例研 ルーブリックを取り 年２回の授業公開に加えて、評

た授業を実践し、思 ともに、他の教員の授業を参観し、研修を深 Ａ 修を行った。授業公開期間外でも授業 入れたシラバスを用い 価やカリキュラム・マネジメント

教 務 考力・応用力を高め め、指導力の向上に取り組む。 見学する様子が見られた。 て、生徒の意欲を喚起 についての職員研修を随時行って

る指導に取り組む。 ルーブリックを取り入れたシラバス する授業実践の研究が いる。観点別評価やルーブリック

シラバスを活用し、日々の授業のねらいを Ａ Ａ を活用する授業を全教科・科目におい 進んでいるので、これ を取り入れた評価をもとに、生徒

明確にし、分かる授業を実践し、指導法や評 Ａ て実施することができた。新学習指導 らの成果を共有し全校 の学習への意欲を高める実践に取

価についての研修を深めるとともに、情報の 要領の観点を先取りし、評価として取 体制で進めなければな り組んでいる。

共有化と共通理解を図る。 り入れた。 らない。

生徒の基礎学力の 個別指導や学力補充講座等を実施し、きめ 長期休業中の集中授業や学力補充講 主体的に学習する態

定着を図り、学習意 細かい指導により、生徒個々の基礎学力を高 Ｂ 座を行い、基礎学力の向上に努めた。 度を育成するために、

欲を高め、主体的に める。 振り返りシートの活用や生活アンケー 生徒の実態を把握し、

学習する力の向上を Ｂ トの実施により、生徒の様子を把握し、 生徒に学習への興味・

図る。 生徒の実態を把握し、ルーブリックによる 指導に活用した。アンケートによると 関心を高められる授業

評価をもとに、主体的に学習する態度を養う。 Ｂ 平日少しでも学習する生徒は、中学生 の研修を進め実践しな

毎日、家庭学習をする生徒が95％以上となる で90％、高校生で89％であった。 ければならない。

ことを目指す。

現在取り組んでい 校門指導・昇降口指導・校内巡視などを 教員の働きかけにより、校門であいさ このコロナの状況下で 日々の校門指導や昇降口指導、

る全校体制による生 毎日行い、生徒とのコミュニケーションを Ａ つをする習慣は身についているものの、 即効性のある改善策は簡 校内巡視等を行う中で、全教職員

徒指導をより一層、 図る中で、生徒理解に繋げ、規範意識の高 長引くコロナ禍の状況下で、マスクを着 単に見当たらないが、可 が生徒とのコミュニケーションを

強化・推進し、基本 揚を図る。 用し、大きな声を出すことが制限されて 能な限りの学校行事を有 通して生徒理解を図り、規範意識

的生活習慣の定着と 時間厳守の精神を徹底し、遅刻や入室遅 いるために元気な声を出す生徒は少ない 効活用して、生徒を活性 の向上に取り組めている。今後は、

規範意識の積極的啓 れの絶無を目指す。挨拶を励行し、元気で Ｂ ように感じられる。また、このような状 化させるような工夫が必 取組のさらなる充実を期待する。

発を図る。その結果 きびきびした生活習慣の確立を図る。 況により、生徒が集団で集まり、同じ話 要である。また、全校で 今年度は、女子のスラックスを

として、生徒自身が Ｂ Ｂ を、集団で聴くという機会がないため、 の集まりは無理だとして 導入した。生徒会と連携しながら、

誇りをもてる学校づ 様々な行事や集会等の機会を通じて、帰 クラスには所属しているものの、学校に も、学年集会などを活用 制服の着こなし等の話し合いを良

くりを目指す。 属意識と愛校心の高揚を図る。 所属しているという機運を醸成すること して教室だけでは身につ い方向で進めることができた。

Ｂ が難しい１年であった。集会や集団行動 けられない左記のような 生徒の実態を年間２回実施した

によって培われていく協調性や他者への 社会性を獲得できるよう アンケートでよく捉え、教職員間

配慮、時間厳守などを身につけるための にしていきたい。 で共通理解のもと、連携協力して

生徒指導 チャンスが少なくなってしまっていた。 生徒指導に取り組んでいる。

中１から高３まで カウンセリングマインドを持って、生徒の 今年度、１学期末と２学期末に実施し 生徒が受け身で、特段 いじめ等生徒間トラブルに関し

の学年の幅にわたる 悩みを積極的・共感的に受け止め、これに た「こころと生活等に関するアンケート」何も考えずとも日常生活 ては、教職員による観察や生徒と

生徒が安心して登校 応える指導や助言を与える。人権教育部、 Ｂ の結果を基に、担任の先生方に詳細な聴 を送ることができてしま のコミュニケーション、アンケー

し、生活できる学校 養護教諭、及びスクールカウンセラーとの Ｂ Ｂ き取り調査を行っていただいた。その前 った。生徒が自ら考え、 ト等による積極的な把握に努め、

を目指す。 連携を密にして、早期発見・早期対応に努 には専門家により、各クラスの生徒に関 主体的に考えることがで 防止及び指導に取り組んでいる。

める。 しての詳細な分析をしていただいたこと きるような場面や、きっ 薬物の乱用防止や交通安全、ネ

教員と生徒の人間的ふれあいを大切にし、 が効果的であった。SNSに関するトラブ かけを学校行事のみなら ット犯罪、制服の着こなし等の講
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生徒一人一人の個性・特徴を生かし、大切 Ａ ルも数件報告され、指導を重ねたが、先 ず、授業の中で小さな種 演会をもつなど、計画的に規範意

にして、内面に迫る指導を心掛ける。 を読む力、想像する力が明らかに欠如し をまくことができればい 識の高揚を図っている。

ている様子も見受けられた。 いと考えている。

コロナ禍における 教職員自らが自他の健康の維持増進・体力 自らの体力の現状を理解しより一層の 制約のかかる中で、生 体力測定の結果が良くない。授
現在の社会の情勢を づくりの必要性を共通理解し、授業の安全性 体力の向上を目標としてＩＴを使用しな 徒に体を動かすことの楽 業や行事を工夫して、体を動かす
見極め、体育活動を を遵守しながら積極的に創意工夫に努める。 Ａ がらの授業形態を模索した。 しさ・大切さを伝えるた ことやスポーツの楽しさを体感さ
通して健康の意義を めにＩＴの導入などに工 せてもらっているが、中学生から
理解し、自他の健康 夫していきたい。また、 柔軟性を育み、体力と運動能力向
の維持増進を目指し、 自他の健康を守るため職 上をさらに推進してもらいたい。
体力づくりを基盤に 運動・スポーツに主体的に取り組むことに 本年度も昨年同様コロナ禍の中で体育 員・生徒ともに感染防止 コロナ禍の中、トレーニングや
「生きる力」を育む。 より、体を動かすことの大切さや喜びを体感 的行事の中止や地域の催しへの参加やボ 策をとりながらの活動の ストレッチ等の動画配信を行った
授業を通して、学 するとともに、自らの健康を維持できる実践 Ｂ ランティア活動を行う機会が持てなかっ 中で、いかなる状況下の ことは評価できる。

校生活・行事への積 力を育てる。また、社会の一員としての役割 Ｂ たことが残念である。部活動においては もとでも自他の健康と安 避難訓練等はできなかったが、
極参加と主体的な行 を意識させ、可能な限り、地域の催しやボラ 感染防止策をとりながら活動を行えた。 全を守れるよう授業や学 非常時に適切な対応ができるよ
動を促す。 ンティア活動への参加を促す。 校行事だけでなく、普段 う、日常の安全管理に努めている。

保健体育 中高一貫教育の特性を踏まえ、集団での ３密を避けながらではあるが体育の授 の学校生活の中で指導を 欠席者検診の機会をつくったこ
「個」を自覚させ、協調と責任ある行動をと 業だけでなく通常の学習活動や部活動等 行っていきたいと考え とにより、ほぼ全員の生徒が内科
れるよう中学生と高校1年生の集団行動に重 Ｂ Ｂ を通して集団での規律ある行動をとるこ る。 検診等、健康診断を受診すること
点を置く。また、高校２・３年生においては とができるようになった。しかし、グル ができた点は評価できるが、100
リーダーの育成を目指し、主体的かつ能動的 ープ活動や学年をまたいでの活動が少な ％実施をめざすべきである。また
な取組を促す。 くリーダーの育成が不十分となった。 色覚異常の早期発見のため色覚検

コロナ禍において、 定期健康診断において、100％の受診率を 身体測定、歯科検診、尿検査について 感染対策が教職員生徒 査の全員実施を検討してもらいた
保健活動を通して、 目標に、校医と連携し日程や時間帯の調整を Ａ は不登校傾向の生徒以外、ほぼ100％健 に定着し、校内での感染 い。
「健康」であること 図り、受診できる環境づくりに努める。 診を受けた。健診中の感染対策にも注意 拡大は防止できているの 基本的生活習慣を確立させ、睡
の大切さを自覚し、 を払うことができた。 で、今後とも気を緩めず 眠時間を確保させ、心身ともに健
自らの健康を守り、 生徒の健康保持・増進のため、生活実態調 生活実態調査では、朝食を食べない生 継続したい。また、食事 康な生徒の育成に努めてもらいた
改善していく資質と 査を行うとともに、保健だより等により、健 Ｂ Ｂ 徒が各学年一定数みられる。学期末には、や睡眠など基本的生活習 い。
能力を育む。 康管理の重要性の周知や、必要な情報提供を 養護教諭も保護者と面談し、個別管理が 慣の確立により、感染症

行う。個別指導の充実を図る。 必要な生徒の情報を更新している。 予防を含めた健康の保持
コロナを含めたあらゆる感染症への対策を 昨年度以上に感染症対策を強化した。 増進につながるよう、指

徹底する。また感染者が出た際に迅速に対応 Ｂ コロナ陽性の生徒が出たときの校内体制 導していきたい。
できる体制づくりを行う。 を作ったが、急激な感染状況の悪化への

対応が難しかった。
様々な人権問題に 様々な人権問題についての研修を深め教職 校内の職員研修は、「自殺防止につい 様々な課題に適切に対 中高の６年間を見通した計画的

ついての認識を深め、員が共通理解を持って人権教育に取り組む体 Ｂ て」を9月に実施。県高人教研究大会(11 応するために、更に研修 な人権教育により、生徒の人権意
より充実した実践に 制を構築する。年１、２回の職員研修を実施 /5)で本校が｢地域とともに進める『探究 を深める。人権ＨＲは時 識が向上している。さらなる取組
努める。 し、校外の研修にも積極的に参加する。 科学』｣と題して発表し、好評価を得る。 勢にあった内容も取り入 の充実を図ってもらいたい。

生徒が精神的な成 生徒の実態に即した人権ＬＨＲや講演会を Ｂ ｢溌剌と生きよう｣と題して、精神科 れて計画をする。進路部 担任、中高の統括とスクールカ
長をするような関わ 企画･立案する。生徒が自他を尊重し、より Ａ 医による講演会を実施。中学の｢道徳｣ や生指部など他分掌や教 ウンセラー、コーディネーターな

人権教育 りをする。 よく生きる態度を養うために教科と連携す と連携し人権問題に目を向け、作文を書 科とも連携しながら人権 どの外部支援の活用が図られてお
る。翔人研等の生徒の活動の活性化に努める。 Ｂ かせコンクールに出品。７名入賞。 教育の充実を目指す。 り、生徒の悩みや問題等に適切に

特別支援教育 支援が必要な生徒 生徒一人一人の実態や状況を把握し、それ 不登校、家庭状況、学習面等、生徒が 不登校や発達障害等に 対応できている。今後も教職員の
を支える学校の体制 ぞれの生徒の成長を促す支援に努める。課題 Ｂ 抱える課題を把握し、担任･スクールカ ついては専門的な外部機 共通理解を図りながら、対応力の
づくりに努める。カ を抱える生徒には、早期に個別の対応を関係 ウンセラー･県教委･子ども家庭相談所･ 関との連携を深めながら 向上に努めてもらいたい。
ウンセリングの充実 者と連携して進める。 Ｂ 医療機関等と連携し、個々の生徒に適切 対応する。配慮を要する
を通して、的確な生 スクールカウンセラー、担任、家庭、外部 な支援ができるように努めた。個別の指 生徒の具体的な指導につ
徒理解と適切な支援 機関などと連携して、支援を必要とする生徒 Ａ 導計画を示すなど、教員の共通理解を図 いて、教員間での連携を
に取り組む。 等のケアに努める。 りながら生徒の成長を促す。 図る。
文化祭を通して文 文化委員がクラスの中心となり、まとめて 「コロナ禍だからできる文化祭」を数 次年度もコロナ禍の状 コロナ禍の中で実施した文化祭
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化教育の充実と活性 いく存在となるよう文化委員会の活性化を図 週間にわたり昼休みに動画放映形式で実 況に合わせた文化祭の発 は、昨年のノウハウを活かし、よ
化を図り、クラスの る。また、生徒の意見を企画・運営に反映さ Ａ 施、展示も場所と期間を決めて実施した。表をする。コロナ前の形 り充実・発展した。
団結力を一層強める。せながら、生徒が作り上げる文化祭を目指す。 Ａ Ａ パンフレットを教室掲示とした。 態には戻らず、新しい形 読書好きな生徒が多く、読書感

文化図書 読書指導の充実を 新入生への図書室オリエンテーションを実 図書室オリエンテーションをパワーポ 態を模索することになる 想文や感想画コンクール等で優秀
図る。 施する。年９回の『図書室だより』の発行等、 イントも活用して実施した。『図書室だ と考えられる。 な成績を収めている。今後も継続

図書委員会活動の活性化を図る。 Ａ より』を年９回発行した。アクリル板で 図書室では、引き続き して読書指導に力を入れてもらい
図書室で感染症対策を徹底する。「テーマ 図書室での感染症対策を徹底した。「テ 感染対策を徹底する。 たい。

による展示コーナー」を年１０回設け、生徒 ーマによる展示コーナー」を年１２回設 通学路清掃が実施できていない
の関心を高める工夫を行う。 け、生徒の関心を高める工夫を行った。 が、実施方法を工夫し、それに代

自主的な清掃活動 日常の学校生活で、ゴミの持ち帰り等のゴ 活動量が少ないため、ゴミの量が昨年 次年度はクラス数が１ わる美化活動を検討してもらいた
を推進し、生徒の美 ミの減量化や分別を徹底する。リサイクル運 Ｂ 度並みであった。日々の清掃は熱心に取 ２クラスに戻るので、清 い。
化意識の向上を図り、動に取り組み、環境美化の意識を高め、快適 り組めたが、やり残しや、清掃回数の少 掃分担箇所も変更する。

環境整備 学校環境の美化を推 な学校環境の実現を図る。 Ａ Ａ ない箇所もあった。 「花いっぱい運動」も
進する。 年２回の「花いっぱい運動」を通して、生 ６月と１０月に生徒による定植を中高 継続する。

徒の美化意識の向上を図り、地域との関わり Ａ の日を分けて実施した。
を深める。

適切な広報活動を 塾などを訪問し、全職員の協力のもと、県 コロナ禍のため訪問をせずに資料を郵 コロナ禍の状況を把握 これからも、ホームページ等を
展開する。 内の小学生・保護者等に本校の特色や活動内 Ａ 送した。本校の特色を伝え、受検者数の しながら、具体的な広報 活用して青翔中・高の実績や活動

広報活動 容をよりよく知ってもらう取組を重ねる。 Ａ Ａ 増加につながった。 活動を行う。 を広くアピールしてもらいたい。
パンフレット等の作成、ホームページの更 Ａ パンフレットを作成し、広報活動の資

新などにより広報活動を活性化させる。 料とした。
育友会活動の充実 年２回の広報紙『翔揚』を発行して、広報 年２回『翔揚』を発行した。育友会総 保護者や卒業生が学校 コロナ禍のため、一堂に会して

と活性化を図る。 活動の充実と研修会等の活性化を図る。保護 会を書面決議で行った。育友会家庭教育 に集まる機会が少なくな の総会などを実施できなかった。
者との連携を密にしながら、行事への積極的 部の研修をスクールカウンセラーの協力 った。育友会や同窓会で 実情に応じて育友会や同窓会の活
な参加を促進する。これにより、保護者と教 Ａ Ａ Ａ を得てオンラインで実施した。活動が充 コロナの実情に合った活 動も実施方法を再検討すべきであ

渉 外 職員の協力体制による教育活動を実践する。 分にできず、行事費等の一部を図書カー 動を行う。 る。
ド購入に充て、生徒に配った。 育友会の行事費等は、

同窓会（まほら会） 総会と評議員会を隔年実施し、まほら会評 ６月に評議員会を予定していたが、開 図書の寄贈など生徒に還
活動の充実と活性化 議員とクラス幹事との連携を強め、卒業生の Ｂ 催されなかった。「まほら賞」を５人の 元できるような使い途を
を図る。 同窓会行事への積極的な参加を促し、同窓会 高３生が受賞した。 考える。

活動の充実を図る。
将来グローバルに 海外研修を年３回実施し、視野を広げ、国 タイの姉妹校との交流を１１月にオン 次年度も海外の相手校 コロナ禍の中で例年通りとは行

活躍できる理数系人 際人としての素養を身に付ける機会とする。 ラインで行い、中２の生徒が学校紹介を と連絡を取り合って、可 かなかったが、WEBを用い、活発
材の育成のため、校 タイ姉妹校との交流プログラムを通して、 した。 能な範囲内での交流を実 に交流が行われた。今後も、様々
内外における国際交 相互理解を深める。訪問と受入を年１回ずつ、 Ｂ Ｂ Ｂ タイ、フランスの学校とは連絡を取り 施したい。今できること な方法を検討してもらいたい。
流プログラムを推進 オンライン交流を年３回実施し、理数科教育 合ったが、交流を発展させることができ は、これまで築いてきた

国際交流 する。 のさらなる発展を目指す。 なかった。 良好な関係を途絶えさせ
フランスなどから年数回の訪日団の受け入 ないように努めることで

れを行い、校内における英語での国際交流プ ある。
ログラムを実施する。
コロナ禍の場合、相手校と相談しながらオ

ンライン交流等を進める。
ICTの環境整備を通 校務用端末やメールの活用方法などICT全 教員の校務用端末については、個々の 職員が多忙な中で研修 高校においてもBYODが始まると

して学校業務の円滑 般について、職員研修などを通じて周知徹底 Ｂ トラブルには対応したが、全体への周知 の回数を増やすことも難 いうことで、普段の授業からICT
化とICT教育の活性化 し、これらを活用した学校業務の円滑化を図 を行うことはできなかった。 しいので、校務用端末の を活用することが望まれる。
を図る。 る。 中学生の生徒の一人一台端末に対応した 扱いについてはマニュア 学校内での運用方法について整

ＩＣＴ GIGAスクールにおける生徒端末の運用方法 Ａ Ａ ICT活用の研修会を実施した。また、休 ルをうまく活用すること 理したうえで、積極的かつ効果的
についての職員研修を行い、円滑な運用を図 校・分散登校に伴うオンライン授業にお を目指す。次年度より高 に活用して頂きたい。
るとともに、各教室のICT機器やデジタル教 Ａ いても各教室の設定や方法について整備 １でＢＹＯＤが始まるの
材の準備を遅滞なく行い、ICTを活用した教 して、大きなトラブルなく実施すること でその環境整備にも注力
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育の活性化を図る。 ができた。 する必要がある。

個々の生徒の個性 学力推移調査・スタディサポート等により ジェネリックスキルを測定する「学び 来年度は３年生が２ク 中・高６年間を見通した計画的

の伸張に努め、意欲 生徒の学力・学習習慣を的確に把握し、その みらいパス」を中１・中３・高２で実施。ラスになり、目指す進路 ・組織的で細やかな進路指導が行

的に進路実現を目指 向上を図る。 また、スタディサプリの到達度テストも も多様になるが、各種の われており、成果が出始めている。

す主体的な学習習慣 Ｂ 中３・高１で活用し、個別に生徒の状況 アセスメントや学習結果 今後も、進路実績をHP等を用い

を身に付けさせる。 把握をすすめた。様々なアセスメントの の現状を、生徒と教員が て広く周知してもらいたい。

結果をいかに効果的に活用するかが課題 共有し、強み弱みを捉え

Ｂ である。 た上で、進路発見・進路

個々の生徒の状況に応じた支援により、国 ３年生３４名のうち、国公立大への実 実現の取組を進めてい

進路指導 公立大学及び難関私立大学への進学者数２０ 出願者は２５名、関関同立への実出願者 く。

名以上を目指す。 Ｂ は１４名。安易な方向に進路を考えるこ ジェネリックスキル数

となく志望校にチャレンジしており、指 値については、個々生徒

定校推薦は０名であった。 （暫定2/8現 の変化を今後追跡してい

Ｂ 在） く方向である。

理数科の特色を生 中高間や学年間で密接に連携をとりなが 中学生・高校生へのキャリアセミナー 来年度から高校で進行 中高一貫教育校、ＳＳＨ指定校

かし、中高６年間を ら、発達段階に応じた６年間のキャリア教育 として地元企業の協力により研究者の方 していくBYODでの1人1台 にふさわしい進路実現を期待した

見通したキャリア教 を推進し、各生徒が早い段階で自分の進路を Ａ の講演会(12/1)および企業で活躍されて 端末の活用も含め、多様 い。特に、理系学部への進学者増

育を推進し、将来の 定めていけるよう個別の支援を一層進める。 いる方の講演会(12/23)を実施した。ま な情報収集と情報提供を を望む。また、医学部や薬学部に

進路を展望させる。 た中３生への学部選びの講演会(11/13) 行い、小規模校である強 進み、地元に貢献するような人材

Ｂ や、高１・２生への卒業生進学講話を実 みを活かした個々の生徒 を期待したい。

施し、それぞれ進路を考える機会にでき のニーズに合わせた支援 進路目標をもてない生徒への支

た。 を一層進めていく。 援について、地元企業の協力を今

生徒の進路希望を的確に把握し、情報過多 進路希望調査を参考にして、上級学校 地域と連携した講演会 以上にすすめながら、効果的な方

にならないよう必要な進路資料を取捨選択 などから送られてくる膨大な資料から、 や卒業生講話は継続して 法を検討いただきたい。

し、整理した上での提供に努める。 Ｂ 進路室に配置する資料を絞っている。進 いきたい。

路室の活用する生徒をもっと広げること

が課題である。

全教科・科目にお 探究的な学びを全教科・科目に展開するこ 生徒対象の意識調査によると、生徒の 相互評価により生徒間 ＳＳＨ第Ⅲ期目がスタートし、
いて、探究の過程を とで、生徒の主体性と創造的思考力、総合的 Ｂ 主体性は86％から79％に低下したが、創 で互いの成長を実感でき 教科間連携が進んでいることが伺
重視した学びとＳＴ 判断力、コミュニケーション能力を年度当初 造性は66％から71％に増加した。コロナ る機会を多く設けるな える。コロナ禍により、制限され
ＥＡＭ教育の視点に よりも向上させる。 禍による行動制限が理由の１つと考え ど、改善を行いたい。 る学習活動もあるが、今後も生徒
立った教科等横断的 る。 の総合的な学力向上を目指して、
取組を実践するとと ＳＴＥＡＭ教育の視点に立った教科等横断 新ＳＳＨ科目「情報分析科学」では、 中学校「統計とプログ 事業のさらなる改善・工夫を期待
もに、ＳＤＧｓを活 的な取組を通して、課題を特定し、モデル化 Ｂ コンピュータを活用してデータを分析 ラミング」の授業と連携 する。
用し、生徒自らが設 によって見通しを持ち、創造的思考力と解決 Ｂ し、結果に基づいて考察できると答えた し、データ分析について
定した課題に主体的 方法をデザインする力を持った生徒数を年度 生徒が、事後には有意に上昇しており、 より深い手法を指導でき
に取り組むことがで 当初よりも増やす。 総合的判断力が育成できたといえる。 るように発展させたい。
きる支援を行う。 自治体や地元企業と連携し、ＳＤＧｓを活 地域課題の解決といった活動を通し 来年度は御所市だけで

理数ＳＳＨ部 用した地域課題の解決方法を提案することを Ｂ て、研究発表や事前の議論の成果が見ら なく、連携先を広げ、生
通して、生徒の総合的判断力とコミュニケー れた。社会と自己との結びつきに対する 徒の多様な興味・関心に
ション能力を向上させる。 意識を高揚させることが課題である。 対応できるようにした

い。
中高一貫６年間を 中高一貫６年間を見据えた体系的な理数教 Ｂ 次年度からの新学習指導要領実施に向 体系的な理数科教育及 ＳＳＨの取組が全校に浸透して

見据えた体系的な理 育を展開することで、生徒の理数に対する興 けて、全教科・科目で探究的な学び、Ｉ びＳＳＨ事業の推進に、 きたことが伺える。奈良県南部の
数教育カリキュラム 味・関心・意欲を一層高め、サイエンスイノ Ｂ ＣＴを活用した学びが充実した。反面、 より一層、全校体制で取 理数教育拠点校としての使命を十
を実施し、科目や課 ベーターに必要な創造的思考力や総合的判断 コロナ禍による生徒の学習へのモチベー り組めるようにしたい。 分に果たしてくれることを期待す
外活動で異学年集団 力を向上させる。 ション低下が危惧される。 る。
の学びを実践するこ 国内外の大学や教育機関との継続的な連携 各種学会ジュニアセッションでの発表 来年度は、進路保障の コロナ禍における制限はある
とにより、サイエン を行うことで、より高次な課題研究を実現す Ａ Ｂ 生徒数（延べ）は、昨年度が49名、今年 面からも更に参加人数の が、ＳＳＨの取組により、生徒た
スイノベーターに必 るとともに、各種学会ジュニアセッション等 度は84名と増加し、コロナ禍以前の人数 増加を図りたい。 ちが様々な活動を行い、実績を上



－ 6 －
要な資質・能力を身 での発表生徒数を増やす。 に戻った。 げていることが評価できる。より
に付けた生徒を育成 ＳＳＨ科目や課外活動において、主体性の 各種科学オリンピック参加者は、昨年 探究科学研究会コア・ 一層の活躍を期待する。
する。 育成と中高の連携による異学年集団の学びを 度の38名から68名に倍増した。今年度は、メンバーの生徒が核とな

推進することで、生徒の科学的リテラシーを Ｂ 異学年集団の取組として、探究科学研究 り、探究活動や「科学の
向上させるとともに、各種科学オリンピック 会コア・メンバーを組織したが、コロナ 甲子園」などで学年を越
等への参加生徒数を増やす。 禍により十分な活動が行えなかった。 えた取組を推進したい。

ＳＳＨ第Ⅰ期から 本校のＳＳＨ事業の成果を県内外の教育機 小学生対象の科学イベントでは、昨年 来年度は、コロナ後の ＳＳＨの取組の他校への普及が
の成果を普及し、地 関に還元するため、各種生徒発表会や小学生 Ａ Ａ 度を上回る参加者があった。教員向けの 実開催も視野に入れて、 進んでいることが評価できる。各
域の理数教育拠点と 対象の科学イベント、教員向け研修会をそれ シンポジウムについても、小学校から大 参加者の更なる増加を図 行事も、本校の取組を小学生に紹
しての役割を果たす。ぞれ年１回以上実施する。 学まで60名の参加があり、成功であった。りたい。 介する良い機会となっている。
基本的な生活習慣 全員がしっかりと挨拶ができるようになる。 積極的に挨拶ができる生徒が増えてき 規則的な生活習慣を確 家庭や関係諸機関と連携しな

を確立し、集団の中 「早寝・早起き・朝ごはん」をモットーとし、 ている。 立するために、家庭とも がら、よりよい集団づくりに取
で目的をもって活動 健康な体をつくり、十分な睡眠と朝ごはんを 朝食を毎日食べている生徒は80％で、 協力して指導を継続する り組んでいる。集団行動のルー
できるようになる。 しっかり食べて登校できるように指導する。 昨年(84%)と比べて少し低下している。 必要がある。 ルやマナーを身に付け、落ち着

規則正しい生活を送り、欠席、遅刻をしな Ｂ 多くの生徒が規則正しい生活を身に付 集団の中で自分の役割 いた学級集団となっている。
いように指導する。遅刻は学年全体で年間10 けている一方で、遅刻は２学期末で１組 を責任をもって果たし、 継続的な指導により、規則正
0回以下にする。 が74回、２組が48回であり、目標を達成 より良い集団を作ってい しい生活習慣に基づいた学習習

Ｂ できなかった。 くことができるように引 慣が定着してきている。
不登校の生徒もおり、特定の生徒の遅 き続き指導する必要があ

刻、欠席の多さが目立っている。 る。特に、通学マナーや
クラスの役員、係の自覚をもち、全体のた クラスや学校全体のために努力する意 ＳＮＳ上でのトラブル防

めに努力する態度を養う。 識が芽生えてきた。学校への満足度も高 止に向けて継続的な取組
掃除に真面目に取り組む態度を養う。自ら く、生活アンケートでは、88%の生徒が が必要である。

考え工夫しながら、教室や学校全体の美化に Ａ 満足と答えている。
中 学 取り組む。 様々な経験を積みながら、集団生活の
第１学年 クラスや高校生との関わりの中で集団生活 ルールやマナーを学び、自分たちで品格

のルールやマナーを学ぶ。 Ｂ を高める努力ができるようになった。
将来について考え、 授業を中心に据えて学習する習慣を付けさ 生徒の将来を見据え、学年全体で読解 基礎学力向上のため、

目標をもって、計画 せる。 力の育成やタイピングのスキル向上の活 保護者の協力を得なが
的に学習に取り組む 授業の復習を大切にするように指導する。 動に継続的に取り組み、生徒の意欲・関 ら、家庭での学習習慣を
態度を養う。 宿題や課題等の提出を徹底させる。 Ａ 心を高めた。 定着させることが最重要

学校の学習ペースについてくるのが難 課題である。
しく、学習課題等の提出が遅れる生徒の 将来に向けて目的を持

Ｂ 固定化が懸念される。 って自ら学習に取り組む
将来の進路や自身の適性について考え、目 家庭学習の時間が不足し、基礎学力の ように指導するととも

標をもって学習に取り組めるようにする。 定着が不十分な生徒も多いので、家庭で に、宿題や課題をきっち
家庭学習の習慣を定着させる。家庭での学 の学習時間充実に向けて指導したい。 りとこなすように粘り強

習の開始時刻を固定させ、毎日計画的に家庭 Ｂ 学力推移調査のＧＴＺは、国語と数学 く指導を続けたい。
学習に取り組む態度を養う。 がＢ２、英語がＢ３となり、各教科とも 学習ペースがゆっくり
学力推移調査では、各教科ともＧＴＺのＢ 目標を下回った。ただ、総合成績でＳラ な生徒に対する個別対応

１以上を目指す。 ンクの生徒も４名（昨年と同数）おり、 も必要である。
上位層は頑張っている。

基本的な生活習慣 「早寝・早起き・朝ごはん」をモットーとし、 様々な体験や経験を積み、場面に応じ 規則的な生活習慣を確 今後も、基礎学力の定着に向け
と礼儀作法を身に付 健康な体をつくり、十分な睡眠と朝ごはんを た言葉遣いができるようになった。 立するために、家庭とも て家庭学習を習慣化させる指導
け、集団の中で互い しっかり食べて登校できるように指導する。 朝食を毎日食べている生徒は91％で昨 協力して指導を継続する を家庭の協力を得ながら、粘り
に助け合い、高め合 しっかりと挨拶ができ、場に応じた言葉遣い 年(71%)と比べて大きく向上している。 必要がある。 強く続けてもらいたい。
うことができるよう で話すことができるようになる。 Ｂ 多くの生徒が規則正しい生活を身に付 集団の中で自分の役割 生徒の学力をさらに伸ばせる
になる。 規則正しい生活を送り、欠席、遅刻をしな けている一方で、遅刻は２学期末で１組 を責任をもって果たし、 よう、指導の一層の充実を期待する。

いように指導する。遅刻は学年全体で年間10 が120回、２組が27回であり、目標を達 より良い集団を作ってい
0回以下にする。 Ｂ 成できなかった。 くことができるように引

不登校の生徒もおり、特定の生徒の遅 き続き指導する必要があ
刻、欠席の多さが目立っている。 る。
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クラスでの自らの役割をしっかり果たし、 ２年生になり随分と落ち着いて行動で 安心安全で充実した学

クラスや学校のために協力できる態度を養う。 きるようになってきた。 校生活を送ることができ
クラスの仲間を大切にし、互いの個性を認め Ａ 様々な行事の中で、集団行動のルール る集団になるよう継続指
合い、高め合える集団づくりを行う。 やマナーを習得してきている。その一方 導していく。

中 学 学校のルールを守り、上級生としてふさわ で、公共心や他者に対する寛容の心を身
第２学年 しい態度で学校生活を送らせる。 Ｂ に付けなければならない生徒もいる。

主体的に学び、計 授業の予習、復習を徹底し、基礎学力を定 探究活動に積極的に取り組み、研究テ 強みである探究活動へ
画を立てて学習する 着させる。 ーマについて主体的に調べ、研究成果を の意欲・関心を更に伸ば
姿勢を身に付けると 宿題や課題等に計画的に取り組ませる。 Ａ まとめて発表する力を伸ばした。アンケ すとともに、教科の学習
ともに、思考力や表 宿題や課題等の提出を徹底させる。 ート結果においても、90%以上の生徒が にもその積極性を生かし
現力の基礎を養う。 探究活動に意義を見出している。 て基礎学力のアップにつ

Ｂ ながるよう学習の質の向
キャリア学習を通し、将来の進路目標につい 家庭での学習時間が１時間未満の生徒 上を目指したい。
て具体的に考えさせるとともに、自らの考え も多いので、家庭の協力も得ながら家庭 コンテストや検定に積
や意見を適切に表現し、伝える基礎力を養う。 学習の充実に向けて指導を継続したい。 極的にチャレンジさせ、
日々の家庭での学習内容を充実させるた 学力推移調査のＧＴＺは、国語と英語 目標や向上心を持って日

め、毎日１時間半以上の学習を習慣化させる。 Ｂ がＢ２、数学がＢ３で目標に届かなかっ 々の学習活動に取り組ま
学力推移調査では、各教科ともＧＴＺのＢ た。併設の理数科高校に進学することを せたい。

１以上を目指す。 踏まえ、特に数学の学力向上が急務であ
るとともに、総合成績でＳランクの生徒
が１名しかいないので、上位層の底上げ
が必要である。

集団の中で互いに 全員がしっかりと挨拶ができるようになる。 心の成長がみられ、敬語や挨拶だけ 高校進学に向け、基 心と体を鍛え、よりよい青翔高
助け合い、高め合う 「早寝・早起き・朝ごはん」をモットーとし、 でなく、場面に応じた対応ができるよ 本的な生活習慣を確立 校生となれるよう、継続的な指導
ことができるように 健康な体をつくり、十分な睡眠と朝ごはんを うになってきた。 することを最優先課題 に取り組み、落ち着きのある学級
なる。 しっかり食べて登校できるように指導する。 Ｂ 多くの生徒が規則正しい生活を身に とし、家庭とも協力し 集団に育ってくれている。

規則正しい生活を送り、欠席、遅刻をしな 付けている一方で、遅刻は２学期末で て指導を継続する必要 難関大学進学を見据えた生活・
いように指導する。遅刻は学年全体で年間10 １組が114回、２組が81回であり、目標 がある。 学習指導により、生徒の学力は着
0回以下にする。 を達成できなかった。 集団の中で自分の役 実に向上してきている。

不登校の生徒も複数おり、高校進学 割を責任をもって果た
Ｂ に向けて心配な部分が多い。 し、より良い高校生と

クラスの役員、係の自覚をもち、全体のた 中学校の最上級生として、様々な行 なれるように引き続き
めに努力する態度を養う。 事の中でリーダーシップを発揮できる 指導する必要がある。
クラスの仲間を大切にし、互いの個性を認 ようになってきた。学校生活を通して 安心安全で充実した

め合い、高め合える集団づくりを行う。 集団行動のルールや社会マナーを着実 学校生活を送ることの
学校のルールを守り、上級生としてふさわ Ａ に習得している。 できる集団になるよう

しい態度で、学校生活を送らせる。 クラス内でそれぞれの役割をしっか 継続指導していく。
中学校の最高学年としてリーダーシップを り果たし、助け合いながらお互いを高

中 学 発揮し、学校生活のあらゆる場面で中核的な Ｂ め合う心を身に付けている。
第３学年 役割を果すことができるように指導する。

将来の進路や自身 授業を中心に据えて学習する習慣を付け、授 学力推移調査のＧＴＺは、国語、数 学習への積極性が向
の適性について考え、業の予習と復習を大切にするように指導する。 学、英語ともＢ２であり、３学年では 上している生徒が増え
目的をもって学習に 自ら学習課題を見つけ、主体的に学習する 最も高く、Ｓランクの生徒は４名いる。 つつある。ただ、学習
取り組めるようにす 習慣を身に付けさせる。 Ａ Ａランクの生徒数も昨年と同数いる に取り組む姿勢が二極
る。進路実現のため 宿題や課題等の提出を徹底させる。 ので、学習量が増え、学習の質が向上 化してきている部分も
目標をもって、計画 学力推移調査では、各教科ともＧＴＺのＢ すると更なる学力アップが期待できる。 あるので、大学進学や
的に学習に取り組む １以上を目指す。 自己の将来像を見据え
態度を養う。 大学進学を前提とし、将来の進路や自身の Ｂ 自分の将来や大学進学について少し た学習ができるように

適性について考え、目標をもって学習に取り ずつ考え出しているが、目的や目標を 指導し、「中だるみ」の
組めるようにする。 もって学習に取り組めるようになって 課題を克服したい。
日々の家庭での学習内容を充実させるた いる生徒はまだ少数である。 成績上位者の成績が

め、毎日２時間以上の学習を習慣化させる。 Ｂ 平日に２時間以上の家庭学習に取り 更に伸びるように指導
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中高一貫のメリットを生かし、各種コンテ 組んでいる生徒は14％で、昨年度(11%) していきたい。授業を

ストや検定に積極的に参加させる。 より少し向上した。ただ、高校進学に 中心に据えて新しい大
向けてまだまだ家庭での学習時間が不 学入試に対応できる学
足している。最高学年でありながら、 力を身に付けさせたい。
家庭学習の時間が３学年で最も少ない
のが課題である。

高校生としての規 挨拶の励行と時間厳守の習慣を身に付けさ 元気よく挨拶ができる。清掃活動に 規則正しい生活習慣の 基本的生活習慣の確立と社会性
範意識と、中高一貫 せる。また、学校や社会のルールを守る規範 も熱心に取り組んでいる。ルールやマ 確立ができるようにス の育成に継続的に取り組み、生徒
の５期生として、責 意識を養い、実践できる力を付けさせる。 ナーについては84％の生徒がよく守っ マートホンやゲーム機 の意識は高まってきている。
任を持った行動のと 正当な理由なく遅刻・欠席をしないよう基 ていると答えている。遅刻、欠席につ を使用する時間の見直 異年齢の交流を積極的に行って
れる生徒を育成す 本的な生活習慣について指導する。 Ｂ いては特定の生徒が繰り返している。 しなど時間の使い方の もらいたい。
る。 「早寝、早起き、朝ごはん」を督励する。9 スマートホンやゲーム機を1日3時間 指導をしていきたい。 大学入試への意識付けと学力向

0％以上の生徒が朝食を摂るように指導す Ｂ 以上使用している生徒が81%に上り睡眠 学校行事だけでなく校 上に取り組み、成果をあげている。
る。 不足、家庭学習の習慣がないなどにつ 外の活動もアナウンス

ながっていると思われる。 をし、積極的にチャレ
学級活動、学校行事や校外活動への積極 積極的に参加している生徒は44％で ンジすることを促して

的な参加を促し、集団行動を通じて仲間づ Ｂ あった。来年度は中心学年となる。行 いきたい。
くりの大切さを認識させ、社会性やコミュ 事などは自分たちが運営していくとい

高 校 ニケーション力を養う。 う意識をもたせる必要がある。
第１学年 自己を見据えた進 授業や家庭学習の大切さを理解させ、授 Ｂ 平日の家庭学習時間が2時間以上の生 規則正しい生活習慣

路目標の実現に向 業の予習復習を継続的に取り組み基礎学力 徒は11%しかいないが、昨年度の１年生 の確立と同様、継続的
け、様々な学習活動 の定着を図る。また、模擬テストのやり直 Ｂ より３ポイント増えている。家庭学習 に指導していきたい。
に積極的に取り組む し及びデータ分析で自己の学力を把握させ の大切さをHRで根気強く伝えてきた成 模擬テスト、定期テ
姿勢を育成する。 る。課題やレポート等の提出を徹底させる。 果と思われる。 ストのやり直しを引き

授業やホームルーム活動、ＳＡＷ、進路 国公立大学進学志望の生徒は61％で 続き指導していきたい。
講演会などを通じて、生徒全員に目標を設 Ｂ 昨年度より大幅に減少した。できる限 進路ホームルーム、
定させ、積極的に学習に取り組む態度を養 りしっかりと学習して進路を決めたい 講演会などを通し、進
う。各種コンテストや検定に積極的に参加 Ａ とする生徒が64%しかおらず、楽をして 路目標をしっかりもた
させる。 進路を決定したいとする生徒が多い傾 せ、進路実現につなげ

向にある。 たい。
しかし、探究活動においてはどの学

年よりも積極的に活動しており、授業
時間外も自ら進んで取り組んでいると
答えた生徒が91%いた。

自己の行いを客観 挨拶の励行と積極的なコミュニケーショ 元気よく挨拶ができる。清掃活動に 規律正しい行動がと 学校行事や学級活動をとおして
的に捉えることがで ンの習慣を育む。学校や社会のルールを守 も熱心に取り組んでいる。ルールやマ れるよう学年集会を通 社会性や規範意識が向上してきて
きるとともに、周囲 ることの大切さについて理解させ、実践で ナーについては85％の生徒がよく守っ じ折りに触れて啓発を おり、今後も継続的な指導が望ま
との関係を理解し規 きる力を養成する。 ていると答えている。このことは昨年 続けていく必要がある。 れる。
律ある行動のとれる 正当な理由なく遅刻・欠席をしないよう基 Ｂ より10ポイント向上している。 基本的な生活習慣の 中・高一貫の青翔中学・高等学
生徒を育成する。 本的な生活習慣について指導する。 遅刻・欠席については特定の生徒が 確立ができるように家 校の生徒として世間の注目を浴び

「早寝、早起き、朝ごはん」を督励する。9 繰り返している。 庭の協力を得ながら地 ていることを自覚させ、より高い
0％以上の生徒が朝食をとるように指導す Ｂ 道に継続して指導して 進路目標を持たせ、その実現を図
る。 いく必要がある。 ることができるよう指導に当たっ
クラスでの活動および部活動や学校行事 積極的に参加している生徒は51%であ 学校行事などを通じ てもらいたい。

への積極的な参加を促し、社会性を養成す った。中心学年として率先して取り組 仲間とともに自ら考え
る。自らの言動に責任を持ち、相手を思い Ａ み、下級生を牽引している生徒の姿が 動く機会を経験するこ
やる態度や行動がとれるよう育成する。 見られた。 とにより社会性を育て

ていきたい。
高 校 進路目標の実現に 授業や家庭学習の大切さを理解させ積極的 Ｂ 平日の家庭学習時間が2時間以上の生 進路ホームルーム、
第２学年 向けて、様々な学習 に取り組む姿勢を育成し、授業の予習・復 徒は33%しかいなかったが、意欲的に学 講演会などを通じ、早

活動に積極的に取り 習を継続的に取り組み基礎学力の定着を図 習に取り組む生徒もおり、他の生徒の 期に進路目標を立てる
組むことができる生 る。また、模擬テストのやり直し及びデー Ｂ 良い刺激となることを期待している。 こと、進路実現のため
徒を育成する タ分析で自己の学力を把握する。特に理科 定期テスト、模擬テストのやり直し、 に日々の学習に計画を

・社会の取組の重要性に気付かせる。校外 Ｂ 授業の予習・復習の大切さを伝え継続 立てることを継続的に
模試等において、各教科の全国平均偏差値5 的に取り組ませていきたい。 指導し、自ら進んで学
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3以上を目指させる。 習に取り組む姿勢を育
授業やホームルーム活動や面談を通じて、 国公立大学進学志望の生徒は62％で てていきたい。

またオープンキャンパスにも積極的に参加 昨年度より大幅に減少した。できる限 スマートホンやゲー
を促し、進路の目標を設定させる。さらに りしっかりと学習して進路を決めたい ム機を使用する時間を
第一希望大学の合格に向けて、学習計画を Ｂ とする生徒が71%であった。難関大志望 減らすことで学習時間、
立て粘り強く取り組める力を養成する。 者も多数おり、勉強時間の確保が今後 睡眠時間の確保できる。

の課題である。 時間の使い方の指導を
していきたい。

最高学年としての 最高学年としてリーダーシップを発揮し、 平日の学習時間を3時間以上確保でき 3年生は家庭学習の時 最高学年としての自覚を持ち、
自覚を持たせ、自立 積極的に高校生活を送り、下級生の模範と ている生徒が72％であった。昨年より6. 間はきっちり確保され 下級生の模範となっている。特に、
と自律を促し、責任 なれるよう自覚を促す。 5％上昇している。その反面睡眠時間が ている。平日でも4時間 中学生に対しては優しく、ていね
ある行動を実践させ 正当な理由なく遅刻・欠席をしないよう基 5時間未満の生徒が22%おり、睡眠不足 以上の学習時間を確保 いに指導してくれている。
る。集団への帰属意 本的な生活習慣について指導する。 Ｂ が懸念される。また、朝食を食べない している生徒が34％い 受験への重圧などから、睡眠不
識の確立を促し、社 「早寝、早起き、朝ごはん」を督励する。9 または食べないこことが多い生徒が6% る。睡眠時間の不足は 足の実態がある。健康を維持しつ
会の一員となるに向 0％以上の生徒が朝食をとるように指導す おり、その理由が「時間がない」と答 スマートホンやゲーム つ受験に対する準備が効果的にす
けて、人間としてさ る。 Ｂ えている。 機を使用する時間を減 すむように、学校と保護者が協力
らなる成長を図る。 Ａ らすことで確保できる。 して、取組をすすめたい。

学校行事を通して、学校や社会のルール 青翔に入学して良かったと答える生 時間の使い方の指導を 進路目標を実現させるための継
やマナーについて考える機会を設け、一社 徒が昨年に引き続き90％を超えている。 していきたい。 続的なきめ細かい指導が行われて
会人として求められる規範意識と人間力の 日常的に悩みも多く抱えており、大 「青翔で良かった」と おり、その成果が、今後も大いに

高 校 養成を図る。指標は、充実した高校生活を Ａ 学入試に対する不安からストレスの原 いう思いを持ってくれ 期待できる。
第３学年 送れたと考える生徒の割合を80％以上とす 因を勉強と挙げる生徒が43％であった。 た生徒が多かった。こ

る。 の伝統を後輩達に引き
継いで行けるように改
善を続けていきたい。

進路目標の実現に 授業・HR・集会等の機会を利用し、生徒た 担任面談も適切に実施できており、 6年制3期生として満足
向けた高い意識の養 ちの進路実現に向けた意識を喚起する。ま 保護者との情報交換ができている。生 できる成果を上げてき
成と取組を実践し、 た、面談等を充実させ、生徒の進路目標に Ａ 徒の悩みについても保護者と協力して ている。良い伝統とし
個々の生徒の進路希 合った指導を行う。コロナウィルス感染拡 対応できている。 て引き継がれていくよ
望を尊重し、自己実 大の影響が極力出ないように指導する。 Ａ う指導していきたい。
現が可能な進路選択 ステップアップ講座などの進路対策学習の 講座については積極的に受講し、受 個々の進路実現に応
を援助する。 継続的な取組を促し、積極的な姿勢で学習 講内容を復習することを促してきた。 じた指導について細か

させる。進路の第一希望を実現する生徒の Ａ 国公立大学を志望している割合は73％ くなされている。精神
割合を80％以上、国公立大学への進学率が7 であり、実現を目指して最後まで頑張 面の弱さが危惧される。
0％以上となることを目指す。 るよう指導している。 自信つけさせる指導法

を模索していきたい。


